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★事務事業の概要（ＰＬＡＮ）

【事業の内容】

【業務の流れ】

【主な予算費目】

【意見や要望】

１　現状把握の部（ＤＯ、ＰＬＡＮ）
(1)事務事業の目的と指標

①手段(主な活動)

① 活動指標(事務事業の活動量を表す指標)

⇒
ア

イ

(単位)

②対象(誰、何を対象にしているのか) ＊人や自然資源等

③意図(この事業によって、対象をどう変えるのか)

(単位)

(単位)

ア

イ

ア

イ

⇒

⇒

②対象指標(対象の大きさを表す指標)

③成果指標(意図の達成度を表す指標)

(2)各指標･総事業費

の推移

ア

イ

ア

イ

ア

イ

① 活動指標

② 対象指標

③ 成果指標

単位
実績(決算) 実績(決算)目標(当初予算)実績(決算) 予定 見込目標(当初予算)

投

事
財

国庫支出金

都道府県支出金

地方債

その他

繰入金

一般財源

源
内

訳業

費 （Ａ）事業費計

(A)のうち指定経費

(A)のうち時間外､特勤

入

量

人

件
費

トータルコスト(A)＋(B)

正規職員従事人数

延べ業務時間

(B)人件費計

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

千円

人

時間

総トータルコスト

ﾏﾆﾌｪｽﾄ
関連

全庁横断
課題関連

集中改革
ﾌﾟﾗﾝ関連

（開始年度　　　　　　年度）
（　　　　　～　　　　年度）

市志合

新規・拡充区分

予算の主な増減の理由

法令

見込

全体計画

27年度

59

1

100

8

8

0

0

3

42

155

163

28年度

62

2

100

8

8

0

0

4

85

0

8

29年度

72

10

100

8

8

0

0

2

80

318

326

29年度

60

0

0

8

8

0

0

3

90

356

364

30年度

73

10

100

2

2

0

0

2

80

318

320

31年度

74

10

100

5

5

0

0

2

80

318

323

32年度

75

10

100

5

5

0

0

2

80

318

323

33年度

76

10

100

5

5

0

0

2

80

318

323

(平成29年度実績と平成30年度計画) 平 成 3 1 年  3 月 1 1 日 更 新

人材（財）バンク登録事業

   1 自治の健康 総務部 大茂　竜二

   1 市民参画によるまちづくりの推進 企画課 井芹　和幸

   2 地域づくり(まちづくり)活動機会の確保 企画広報班 1254

合志市人材（財）バンク設置要綱 ⑪
一般   2   1  13    11555 ⑥

単年度のみ 単年度繰返 23
29年度で終了 29年度から開始

期間限定複数年度

市長マニフェスト項目として取り組みを開始し、平成23年12月合志市人材(財）バンク設置要綱を制定した。様々な技能や
能力を持ち、地域へ貢献したいと考える個人や団体に人材（財）バンクへ登録してもらい、ホームページ等で広く周知する
。学びたいと思っている人からの申し込みがあれば、双方との橋渡しを行ない学習会等を行なってもらう。それにより、利
用した人は新たな技能や知識を習得することができる。平成29年3月末現在、5団体21個人が登録している。平成24年12月、
市政への参画の機会を増やす為、市の発展に貢献したいと思っている市民を登録し、各種委員会等への参画依頼を優先して
行なうよう要綱改正した。平成29年3月末現在、市政参画登録者は40人となっている。

①様々な特技や能力を持った人、市政に参画し市の発展に貢献したいと思っている人の人材（財）バンクへの登録募集②登
録認定事務③ホームページ等で公表、各種委員会への参画依頼④利用申込受付⑤登録者へ確認し利用者へ紹介⑥詳細につい
ては当事者間で話し合う⑦学習後、利用者は報告書提出

役務費

平成23年12月議会において、人材（財）バンク事業の進捗状況について一般質問があった。

29年度実績(29年度に行った主な活動) (DO) 30年度計画(次年度に計画している主な活動)(PLAN)

・人材（財）バンク設置要綱に基づき、登録者の募集を行なった。
・ホームページ等で登録者の活動内容等を公表して、利用者を募集した。

・人材（財）バンク登録者募集　  
・登録者の公表及び利用者の募集

役務費（切手代）の減人材（財）バンク登録者数 人

・人材（財）バンク利用者 人材（財）バンク利用者数 人

・能力や知識が身につく 学習したことが今後活かされると答えた利用者の割合 ％

＊③成果指標設定の理由と30年度目標値設定の根拠
・学習内容が今後活かされると答えた利用者数を指標にすることにより、利用者に知識や能力が身につき、登録者の地
域への貢献度が測れると考えた。 ～　　年度

0

人

人

％


